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2023年発行のJOS 30巻1号は，カナダ，アメリカ合衆国，イギリスの3国から投稿された作業の場所に関する9

つの論文を掲載している．これらは，場所と文脈における構築的，自然的，社会的，文化的，社会全体に関す

る，時間的，歴史的の各側面に関わる内容である．編集者のHand（2023）は，場所は日常生活の作業の基本

的な要素であり，近年作業科学者が挑戦してきた場所の感覚と作業従事をテーマにしたtransactional な視点

が大きく発展してきたと述べている．本書評では，作業を通して，人々は文脈の中で，過去，現在，未来の時間

を超えて未来に向かっていく可能性について理解を深めるのを助けてくれる論文を3編紹介する. 

Hart（2023）は，イギリスにおける難民の経験を現象学的に研究し，亡命が重大な作業的混乱を引き起こす

可能性があること，さらに，そこで起こる個人史の崩壊から回復するために意味のある作業に従事することを熱望

することを指摘し，これを読むことで，作業は人生が崩壊した移民たちが未来を描けるように手助けするという可

能性を示す． 

Sethi（2023）は，transactionalな視点と時間的浸透性の観点から，母親の作業への社会歴史的影響を考

察している．インタビューを使って，子育てで必要な調整過程の意思決定プロセスを調査した．母親の過去の経

験，現在の状況，将来への思いが母親の作業を形成していることを指摘した．多様な状況に対する母親の特定

の態度や行動は，過去の歴史的文脈への反応として理解できることが示唆された．子育てとしての作業は母親

の経験を含め，より全体的に理解することの必要性が重要視される． 

Handら(2023)は，人の作業従事は複雑であり，容易に説明することが困難なありふれた行為を多く含むと述

べた．さらに，課題解決のために観察とインタビューのハイブリットであるゴー・アロング法を作業のレンズと併用

することが，作業をより深く理解する有用なツールであると主張している． 

本号に掲載された論文を通して，人が人生の過程でどのような経験をしているのかを理解し，支援に繋げてい

くためにどのような手段を用いていくのか考える示唆を大いに得た．これらは我々が対象者と向き合うときに必ず

活用できる知識となるため，ぜひ多くの方に目を通して頂きたい. 

馬場 博規（磐田市立総合病院） 

小田 原悦子（フリーランス） 
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編集者Hocking(2023)によると，本号は，作業バランス・人間の作業の経験・移行の3つの作業科学の関心事

に関する13の論文からなる．まずは，作業バランスをテーマにした5論文が紹介される．Liuら(2023)は，作業バラ

ンスがあまり注目されてこなかった東洋社会における，伝統的な人間複雑系理論に基づいて作業的調和モデル

を提唱する．作業的調和の概念は，調和のとれた人と環境のトランザクションを現象の本質として重要視し，活動

パターン，時間の使い方，作業の特性，ニーズの充足，生体リズムなど，これまでの作業バランスに関する文献に

見られる複数の視点を統合したものである．Perreault(2023)らは，個人レベルの役割間対立の交渉・解決への

ワークライフバランスの影響の調査を通し，作業バランスの作業科学における可能性を示唆する．Leeら(2023)

は，高齢者の作業バランスとウェルビーイングについて調査し，高活動でバランスの取れた作業状態にあることが

高いウェルビーイングと関連があることを明らかにする．対してAsbjørnslettら(2023)は，対象を個人に絞り作業

混乱と作業不均衡の例を報告する．パンデミック中に，学生が日常生活の中で経験した作業混乱の例を示すとと

もに，作業混乱に関連した作業放棄を紹介し，作業バランスを維持し，作業混乱後にモチベーションを再獲得す

るために必要な生産的な場所の意味について考察する．作業バランスの最後の論文は，Håkanssonら(2023)の

研究である．うつ患者における調査を通して，作業バランス（バランスが取れていること，作業の量がちょうどよいこ

と，休息に費やした時間の満足が高いこと）と日常生活の満足度との関連を提示する． 

次に，人間の作業の経験に関する4論文が続く．Turcotteら(2023)は，健康促進プログラムに関与する人の役

割に着目し大人の経験を示す．参加者らは，プログラムでのファシリテーターとしての役割を通して，自分のアイ

デンティティを表現し，能力を伸ばし，喜びを体験し，社会に貢献していた．Barlottら(2023)は，学習障害者が

仕事への参加を通して何を得ているか調査した．参加者は，情報伝達技術を自分の一部として用いることで，読

み書きの能力や学習，他者とのつながりを経験していた．Bodenら(2023)は，ホームレス女性の月経衛生管理の

経験を調査した．参加者は，月経衛生管理に困難さを経験するとともに，幅広い作業参加への影響を提示する．

最後に，Larivièreら(2023)は人間の作業経験をより哲学的なレベルで考察し，作業を通して経験する豊富な意

味を振り返らせ，作業の混乱を感じさせるハイデッカーの概念，現存在を再考する． 

本号の最後は，移行に着目した4論文である．Marxら(2023)は学習障害者とその両親が時間と共に経験する

移行を調査し，青年期の視点と発達上のニーズの理解，作業上のニーズ (生産性，喜び，回復)，将来への準備

をテーマとして明らかにした．Martinら(2023)は，がん患者の生存への移行を探求した．この研究では，これまで

作業科学で報告されてこなかった「歓迎されざる何かになること」というテーマが浮かび上がった．Lukasら(2023)

は，同性愛者の移行を調査し，アイデンティティと作業参加が本質的に相互に影響しあうものであることを示す．

最後に，Lavalleyら(2023)は米国でサービスを受けるスペイン語を話す高齢者の適応過程を職員と共同で経験

する移行として紹介する． 

髙木 信也（紘仁病院） 
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JOS30巻3号は題をChallenging boundaries within occupational science: A pluriverse agenda for 

our scholarshipとし，学問領域としての作業科学の境界を批判的・多元的に見直すための特別号となっている．

Larson とMagalhãesは本号の書評で，近年作業科学分野に批判的視点を用いた実践や研究が増加傾向にあ

る一方で，メディアや従来の方法に基づいた研究，学会などから情報を得ているうちに自身の偏見に気付かず，

不公正を助長しかねないことを指摘している．本号は作業科学の初学者と上級研究者が共に批判的な視点を用

いて，無意識的に「常識」で構築される偏見や仮定を見直すことを提唱している． 

まず，WijekoonとPeter (2023)はJournal of Occupational Scienceに掲載された5年分の論文を批判的に

分析した結果から，著者の立場表明や研究参加者の人種や民族に対する配慮や考察が不十分であることを指

摘している．社会変革は植民地化の歴史の中で作られた社会構造を批判的に見直し，人々が共に変化をもたら

すための運動を起こし，何らかの活動を行うことから始まる．Lévesqueら(2023)はカナダの先住民族と先住民族

ではない研究者が先住民族の視点で従来の保健および社会の仕組みを見直す過程を紹介し，Müllenmeister

ら(2023)は社会変革に挑む活動家の生活に焦点を当て，必ずしもいいことばかりではない作業の政治的側面に

ついて書いている．また，Ramirezら(2023)はフィリピンの伝統的なタトゥ文化の実践と継承は，植民地化に対す

る抵抗を表す作業であることを示した．その他さまざまな国から，子どもから高齢者まで，当事者の作業経験を当

事者の声を中心に描いた論文は，Zogogianniら(2023)のギリシャの子どもたちのコロナ禍での作業経験，

Engelbrechtら(2023)の南アフリカの知的障がい者の若者の就労支援，Cahillら(2023)のアイルランドの女性大

学教員が退職する過程に関するものである．また，レビューなどの形で過去の研究を分析したり統合解釈したりす

ることで，定年退職後に働き続ける人の動機（Bratunら, 2023），認知症高齢者を社会市民としての権利遂行を

支援または抑圧する要因の分析（Peoplesら, 2023），家族介護者の作業に関する研究の分析（Reidら, 2023）な

どが掲載されている．また，Khanguraら(2023)はカナダの移民関連のサービス提供者を対象としたインタビュー

の二次分析を通してカナダの移民を支援する上での政策のあり方に疑問を投げかけ，Delaisse & Huot (2023)

は移民が祖国との繋がりを作業を通して保つ姿をトランスナショナリズムを通して捉えることで従来の統合や同化

主義的なアプローチに抵抗することができると提唱している． 

川端 佐代子（University of North Carolina at Chapel Hill） 
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Journal of Occupational Science 第30巻第4号には，幅広いテーマを扱った研究が収められている．論文を一つひ

とつ読んでいくと，作業科学が今どのような課題に向き合っているのかが浮かび上がってくる．本号の大きな特徴は，ナ

ラティブ解釈や社会的連帯に関する理論的議論に加え，喫煙や宗教的実践のように，これまで必ずしも肯定的に扱わ

れてこなかった領域にまで目を向けている点であると感じられた． 

まず，Ruth Zemke 講演である Josephsson (2023) の論考では，作業科学におけるいくつかの緊張関係，すなわち

個人と社会の視点，要素的分析と過程的理解，成功と脆弱性といった対立に注目している．そして Ricoeur (1992／

Josephsson, 2023による引用) のナラティブ解釈を手がかりに，「何を」から「どのように」へと視点を移す可能性を提示し

た．作業を成果としてのみ捉えるのではなく，変化と主体性を生み出す過程として理解する意義が改めて強調されたと

言える．続くWhiteford (2023a)の論文では，作業科学と作業療法の認識論的発展が両分野の関係を深め，社会にお

ける作業的課題を表明する力を高めたことが示されている．学問と実践の往還によって，分野が社会的な存在感を強め

てきたことがよく伝わってきた． 

実証的な研究も多彩である．たとえば COPD 患者が喫煙を続ける意味を探った研究では，健康に害を及ぼす行為

であっても日常のリズムや自己感覚を支える「意味ある作業」として経験されていたことが報告されている (Whiteford, 

2023b)．この結果は，作業を「健康的で生産的な営み」に限定してしまわない視点の重要性を改めて示している．また，

自閉症の行動を「逸脱」や「悪い行動」とみなす枠組みを批判し，包摂的な理解の再構築を訴えた論文 (Taylor, 2023) 

も印象に残った．そのほかにも，待つこと (de Iongh & Martin, 2023)，睡眠 (van der Veen et al., 2023)，日常生活に

おける美的経験 (Karen & Evetts, 2023)，刺繍 (von Kürthy et al., 2023) といった領域を「作業」として捉え直す試み

が見られ，作業科学の対象領域が一層広がっていることがわかる．さらに，胎児性アルコール・スペクトラム症候群をもつ

子どもの作業参加を母親が共同作業を通して支える実践を描いた研究 (Drotsky et al., 2023) も収録されており，作業

が家族や関係性の中でいかに育まれるかが浮き彫りにされている． 

方法論の点でも，解釈的現象学分析（IPA），記述現象学，ナラティブ・インクワイアリー，質的記述研究など，多様な

アプローチが活用されていた．それぞれの方法論が異なる角度から作業を照らし出しており，分野の厚みと広がりを実

感させる．学際的な展開が進むことで，実践や社会への応用可能性もさらに豊かになるだろう． 

全体を振り返ると，本号を貫いているのは「作業の多様性と包摂性をどう受けとめるか」という問題意識である．健康や

効率を重視するだけでなく，脆弱性や逸脱，さらには文化的・宗教的実践 (Hendricks et al., 2022) までをも「作業」とし

て認める姿勢は，作業科学が成熟の段階に差しかかっていることを示しているように思われる．同時に，こうした知見を

社会的実装や政策の領域にどう接続するかという課題は残されており，今後の議論が期待される． 

Journal of Occupational Science 第30巻第4号は，作業科学の現在地を示すとともに，これからどの方向へ進むべき

かを問いかけているように感じられる．私自身も読み進めながら，日々の研究や教育の場面で作業をどう捉え直せるの

かを考えさせられた．読者にとっても，この号は単なる知識の集積ではなく，それぞれの立場で実践や思索を深める手

がかりになるだろう． 

髙島理沙（北海道大学大学院保健科学研究院） 
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